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７月３１日は「甲賀市青少年活動安全誓いの日」
【キラリ輝く地域の輪】貴生川地域自治振興会
こうかの夏まつり

第２回信楽まちなか芸術祭 2
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元気なまちかど
情報のまど
ものづくりこうか
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●今月の納税等

●甲賀市の花・木・鳥

固定資産税（２期）
国民健康保険税（４期）
保育料・幼稚園使用料
介護保険料（４期）
後期高齢者医療保険料
公共下水道使用料・
農業集落排水施設使用料・
処理施設使用料

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は7月31日（水）です
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後
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第
２
回
ま
ち
な
か
芸
術
祭
の

企
画
の
ひ
と
つ
、「
T
H
E 

T
A
N
U
K
I
‐
た
ぬ
き・狸・タ

ヌ
キ‐
」で
は
、信
楽
の
作
家
を
中

心
と
し
た
作
り
手
が
、原
型
を
も

と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
タ
ヌ
キ
の

置
物
」を
制
作
し
ま
す
。

　
制
作
現
場
を
訪
れ
る
と
、民
族

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
り
、

ど
う
見
て
も
違
う
生
物
に
な
っ
て

い
た
り
と
、信
楽
に
あ
る「
タ
ヌ

キ
の
置
物
」の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は

考
え
付
か
な
い
よ
う
な
個
性
的

な「
タ
ヌ
キ
」が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
途
中
で
し
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ヌ
キ
は「
作
家

さ
ん
の
顔
に
似
て
く
る
」と
言
わ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
ほ
ど
、色
ん

な
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

　
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る
秋
に

は
、皆
さ
ん
も
こ
の
タ
ヌ
キ
た
ち

に
、作
り
手
一
人
ひ
と
り
の
思
い

や
顔
を
想
像
し
な
が
ら
、ま
ち
な

か
を
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

有機溶剤のリサイクル事業を通して環境保護に貢献 こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、甲
賀
市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

堀川化成株式会社 滋賀工場

　
当
社
は
、
洗
浄
な
ど
工
業
製
品
の
製
造
過
程
で

使
用
さ
れ
排
出
さ
れ
た
、
使
用
済
み
の
有
機
溶
剤
を

引
き
取
り
、
蒸
留
精
製
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
営
業
品
目
の
有
機
溶
剤
は
、
ア
セ
ト
ン
、
ト
ル
エ

ン
の
ほ
か
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
主
に
１０
種
類

程
度
を
扱
っ
て
お
り
、
１
か
月
に
６
０
０
ト
ン
前
後

を
製
造
。
関
西
圏
を
中
心
に
、
関
東
方
面
や
海
外

に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
有
機
溶
剤
は
、
洗
浄
の
ほ
か
塗
装
や
印
刷
な
ど
の

作
業
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
工
業
分
野
で
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
本
来
、
産
業
廃
棄
物
と
し

て
処
分
さ
れ
て
き
た
使
用
済
み
有
機
溶
剤
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
通
し
て
、
石
油
製
品
の
再
資
源
化
、
焼

却
量
の
軽
減
な
ど
環
境
保
護
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

引
き
取
り
か
ら
納
品
ま
で
を
一
貫
管
理

　
各
企
業
か
ら
引
き
取
っ
た
使
用
済
み
有
機
溶
剤

を
当
社
の
研
究
室
で
分
析
し
、
不
純
物
や
水
分
量

を
把
握
し
た
上
で
最
適
な
処
理
を
行
い
、
蒸
留
精

製
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
引
き
取
り
、
分
析
、

精
製
、
納
品
を
全
て
自
社
で
行
い
、
一
貫
管
理
す

る
こ
と
で
高
純
度
の
製
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
環
境
面
や
コ
ス
ト
削
減
の
傾
向
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
溶
剤
は
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
出
来
る
限
り
純
正
品
に
近
い

も
の
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
高
純
度
製
品
の
製
造
を
め
ざ
し
て

　
来
年
か
ら
、
さ
ら
に
処
理
能
力
が
高
い
設
備
を

増
設
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
99
・
9

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
純

度
を
上
げ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
今
後
も
、
い
か
に
不
純
物
を
効
率
よ
く
取
り
除

く
か
と
い
う
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
設
備
の

増
設
を
図
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
高
純
度
製
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
場
長
　
野
田
　
浩
氏
談
）

DATA

設　　立／昭和56年
従業員数／46名
所 在 地／甲賀町隠岐２４０３番地２５ ☎88-6595　 88-6590

こ
う
か

こ
う
か

も
の
づ
く
り
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甲
賀
市
工
業
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

お話を伺った野田工場長

▲使用済溶剤を精製する蒸留塔

▲精製前と後の有機溶剤

「元気に育って」稚鮎を放流する甲南第二小学校児童（関連記事は１３ページ）「元気に育って」稚鮎を放流する甲南第二小学校児童（関連記事は１３ページ）「元気に育って」稚鮎を放流する甲南第二小学校児童（関連記事は１３ページ）

花 木 鳥花 木 鳥
ササユリ スギ カワセミ

の

ひ
ろ
し

だ

http://www.horikawakasei.co.jp/



THE TANUKI －たぬき・狸・タヌキ－ まちなか会場

　信楽在住の陶芸作家を中心に、オール信楽で挑戦するイベント
です。作家一人ひとりが独自の感性で創生した信楽の代名詞
「タヌキの置物」を制作します。伝統色づくまちなか各所に100
体を超えるオリジナルタヌキを展示し、伝統とアートを融合
させたプロジェクトです。

高さ約120センチの原型から
創り出される個性いっぱいのタヌキ

至大津

至 貴生川
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信楽駅

信
楽
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坂
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愛宕山

陶芸の森会場MIHO
MUSEUM

まちなか会場

ミホ

ミュージアム

　“やきもののまち”として長い歴史と文化に支えられ、発展
してきた信楽。この地には、今なお伝統的な技術が今日に
受け継がれており、窯跡や古い民家など、やきものの里と
しての風景も数多く残されています。『信楽まちなか芸術祭』
は、 これら「陶都・信楽」の財産を生かし、やきもの文化を多く
の人に知っていただくと共に、信楽というまちがもつ多面的

な魅力を発信していきます。
　第２回信楽まちなか芸術祭のテーマを、「陶 と まち」－発
見と創生－とし、信楽に住む私たちが考える、等身大の

「今までの信楽」「信楽の今」「これからの信楽」を訪れる方々
に見て感じていただければと考えています。

まちなか会場 陶芸の森会場
共通見学時間／９時30分～ 16時30分 共通会館時間／９時30分～ 17時

【入館16時30分まで】
　「まちなか」では、「陶器」という文化が
育んできた「まち」を実際に散策して体感
していただけます。

「THE TANUKI－たぬき・狸・タヌキ－」
信楽伝統産業会館

「まちなか芸術祭記念作品展」
  　【時間／９時～17時】

「陶都・信楽陶器まつり2013」
　  【開催期間／10 月12 日（土）～14 日（月・祝）】

『住民まちなかプロジェクト』
　�　住民自らが「まちなか芸術祭」を盛り
上げ、まちなかを散策して楽しめる企
画やイベントをつくるプロジェクト。

　・ぶらり窯元めぐり（工房見学）
　・��信楽青年寮企画
　　�まち角から～それぞれの心、それぞ

れの形で～
　・�信楽高等学校×�成安造形大学「ワー

クショップ」
　・FM�しがらき
　　�FMに興味のある方は、事務局まで
　　ご連絡ください。
※�そのほか、まちなか会場では住民の皆さん
による様々な企画が行われます。

　「陶芸の森」会場では、展示企画を通じ
て、陶器産地・信楽焼の過去から現在の移
り変わりなど、今昔を感じていただける
展示を行います。

第81回信楽陶器総合展
「信楽からつたえたいコト展」
「信楽焼  エクステリア陶器の今昔」
「セラミック・アート・マーケット
 in 陶芸の森 2013」　
　  【開催期間／10 月12 日（土）～14 日（月・祝）】

▲�作り手自らが、信楽焼きを通して伝えたい
　想いを込めた自信作を展示

▲�作り手と使い手がふれあいながらうつわ選びがで
きるのもセラミック・アート・マーケットの醍醐味

ミホミュージアム

特別展「酒器の玉手箱」
～人生を楽しむやきものシリーズ①～
お茶漬けの日企画

「あなたはどれで…お茶漬け碗」
「登り窯・金山窯焼成事業」

　  【焼成／１０月１日（火）～４ 日（金）】

※�そのほか、デザインコンペ「馬の造形・
馬の美」の作品展や「ワークショップ
－狸をつくろう！－」なども開催します。

秋季特別展
『朱漆「根来」－中世に咲いた華－』

　  【時間／10時～17時（入館16時まで）
  ※月曜日休館】

第2回

▪会期／10月１日（火）～10月20日（日）20日間
▪会場／信楽まちなか、滋賀県立陶芸の森、MIHOMUSEUM

信楽まちなか芸術祭実行委員会事務局
問い合わせ

70-314170-3304／
※詳しくはホームページをご覧ください　http://shigaraki-fes.com

　作り手みんなが芸術祭に参加し、盛り
上げていこうという思いから、この「THE 
TANUKI」を企画しました。現在、信楽在住
の陶芸作家や学生などを含めて約100名が参
加し、制作しています。
　信楽のイメージとして浸透しているタヌキの置物ですが、作
家でタヌキを作っている人はあまりいません。誰もが今まで作っ
たことのないタヌキに挑戦し、作り手一人ひとりが楽しんで、
百人百様のタヌキを創り出しています。
　芸術祭では、まちなかのあちこちに展示され、見慣れたタヌ
キにまぎれてこの個性的なタヌキが出没します。
　皆さん、ぜひ案内マップを持って個性いっぱいのタヌキを探
しに訪れ、信楽のまちの魅力を味わってください。

■個性いっぱいのタヌキを
　探しに訪れませんか

「THE TANUKI－たぬき・狸・タヌキ－」事業担当
　　　　　　　　　　　　陶芸作家 谷野明夫さん

平成25年7月15日 22013.7.153 　　　　2013.7.15 平成25年7月15日



　「『緑と水を守ろう』第１１回ノブリンカップ原田伸
郎のエコチャリティゴルフコンペ」が６月１１日、土山
町ダイヤモンド滋賀で開催され、チャリティ基金総
額１００万円をご寄付いただきました。
　この大会は、地域の人たちと共に自然環境を守り
たいというタレントの原田さんの強い思いから毎年
開催されているもので、県内外から趣旨に賛同され
た１６３名が参加しました。
　授与式では、中嶋市長が感謝の気持ちを述べる

とともに、長年の貢献に
対し、原田さんと株式会
社ダイヤモンドソサエ
ティ宗澤政宏代表取締
役に感謝状を贈呈しまし
た。
　ご寄付いただいたご
浄財は、環境教育の一環
に役立たせていただき
ます。

選挙管理委員会事務局
問い合わせ

63-456165-0667／

　
第
３
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
６
月
３

日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。市
が
提
案
し
、審
議・可
決
さ
れ
た

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
制
定（
専
決
処
分
）

●
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

補
正
予
算（
専
決
処
分
）

●
平
成
24
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）

条
例
の
制
定

●
甲
賀
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例

平
成
25
年
　
第
３
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会

●
甲
賀
市
景
観
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例

●
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育
て
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

補
正
予
算

●
平
成
２５
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

●
平
成
２５
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

●
平
成
２５
年
度
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
平
成
２５
年
度
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

そ
の
他

●
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　10月13日告示、２０日執行予定
の甲賀市議会議員一般選挙の立
候補、あるいは立候補者を推薦し
ようと考えられている方は、必ずご
出席いただきますようお願いしま
す。
※一候補者につき３名以内の出席
でお願いします。

立候補予定者
説明会開催の
お知らせ

甲賀市議会議員一般選挙

8月24日(土)
13時30分～

甲賀市福祉ホール
（水口町水口5609番地）

日　時

場　所

自然環境を守るため
ゴルフコンペを通しご寄付

▲原田さんから目録書を受ける
　中嶋市長

　就職を希望する学生および若年求職者と採用を
希望する市内の事業所との合同就職面接会を開催
します。

【日　時】９月１８日（水）
　　　　１２時３０分～１６時３０分（受付開始１２時～）
【場　所】碧水ホール
【参加対象者】
•平成２６年３月に大学（院）、短期大学、高等専門学
校等を卒業予定の学生（卒業後３年以内を含む）

・若年求職者（おおむね４０歳代前半まで）
※参加対象者は、申込不要、入退場自由

【参加事業所】市内の事業所
※参加を希望される事業所は、８月９日（金）までに問い合わ
せ先まで申し込みをしてください。　＜先着２５社＞

※応募いただいた事業所の業種や採用予定者の新規学卒
求人数・一般求人数など偏りが生じた場合は調整させてい
ただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

甲賀ＪＯＢフェア開催甲賀ＪＯＢフェア開催
（合同就職面接会）

商工政策課　労政係
問い合わせ

63-408765-0710／

　
初
任
国
家
公
務
員
３
名
が
、初
任
行
政
研

修
の
一
環
で
６
月
17
日
か
ら
21
日
の
５
日

間
、地
方
自
治
体
実
地
体
験
を
行
い
、市
が
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、地
方
自
治
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、窓
口
業
務
を
は

じ
め
観
光
、農
業
、福
祉
な
ど
様
々
な
分
野
で

の
実
地
体
験
や
、職
員
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
名
に
実
地
体
験
を
終
え
て
の
感
想
を
寄

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

甲
賀
市
で
の
研
修
で
心
に
残
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
法
務
省
　
安
藤
　
友
祐

　
研
修
を
通
し
て
、職
員
の
方
を
含
め
、市
民

の
皆
様
が
御
自
身
の
地
域
に
強
い
愛
着
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。市
職

初
任
国
家
公
務
員
地
方
自
治
体
実
地
体
験
を

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　市
が
受
け
入
れ

員
の
方
に「
50
年
後
ど
の
よ
う
な
甲
賀
市
に

な
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
か
」と
尋
ね
た
際
、

「
変
わ
ら
な
い
と
良
い
で
す
」と
お
答
え
に

な
っ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

貴
重
な
５
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

外
務
省
　
高
橋
　
里
奈

　
研
修
で
は
、窓
口
業
務
、農
業
や
観
光
の
現

場
で
の
お
話
を
伺
う
、広
報
業
務
や
介
護
事

例
検
討
会
へ
の
参
加
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。地
方
の
行
政
の
現
場
に
触
れ
、住
民

の
皆
様
と
お
話
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、新

た
な
発
見
や
普
段
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
こ

と
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。今
後
の

政
策
立
案
の
業
務
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

甲
賀
の
顔
の
多
彩
さ

　
　
　
　
　
　
　
総
務
省
　
山
内
　
亮
輔

　
こ
の
研
修
は
市
民
の
皆
様
に
身
近
な
行
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
る
も
の
で

す
が
、都
会
暮
し
ば
か
り
し
て
き
た
私
に
と
っ

て
は
、毎
日
が
新
鮮
な
発
見
の
連
続
で
し
た
。

自
然
、工
業
、文
化
等
、一
つ
の
地
域
で
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
顔
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

一
週
間
い
さ
せ
て
頂
き
幸
せ
で
し
た
し
、今
後

も
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

た
か 

は
し
　
　
　
り
　 

な

や
ま 

う
ち
　
　
り
ょ
う
す
け

あ
ん 

ど
う
　
　
ゆ
う 

す
け

▲行政情報番組の収録を体験する
　（右から）高橋さん、安藤さん、山内さん

　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、北
陸
自
動
車
道
や

伊
勢
自
動
車
道
と
一
体
と
な
っ
て
日
本
海
か
ら
太

平
洋
に
至
る
南
北
軸
を
形
成
し
、魅
力
あ
る
定
住

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
東
西
方
向

の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
広

域
的
な
交
流
を
促
進
す
る
道
路
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
早
期
実
現
に

向
け
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】７
月
２７
日（
土
）

　
　
　
１４
時
〜
１６
時
３０
分〈
予
定
〉

　
　
　（
受
付
１３
時
３０
分
〜
）

【
場
所
】あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
　
　

【
内
容
】

①
基
調
講
演

　「
２１
世
紀
の
く
ら
し
と
み
ち

　
　   

〜
名
神
名
阪
連
絡
道
路
に
期
待
し
て
〜
」

　
講
師
：
前
国
土
交
通
省
事
務
次
官

谷
口
　
博
昭 

氏

②
意
見
発
表

　
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
意
見
発
表

　《
主
催
》名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会

　《
共
催
》名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
区
間
指

定
を
実
現
す
る
会（
伊
賀
地
域・甲
賀
地
域
）

※

参
加
無
料
、申
込
不
要
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の

早
期
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

早
期
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
総
力
を

あ
げ
る
こ
と
を
決
議

《
平
成
２５
年
度 

名
神
名
阪
連
絡

道
路
の
整
備
区
間
指
定
を
実
現

す
る
会
通
常
総
会
》

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
６
月
２１
日
、

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
区
間
指

定
を
実
現
す
る
会
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

  

総
会
で
は
、中
嶋
市
長
が
来
賓
と
し

て
あ
い
さ
つ
し
、名
神
名
阪
連
絡
道
路

の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、同
会

の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。　

総
会
の

結
び
で
は
、

改
め
て
整
備

区
間
指
定

の
早
期
実

現
に
向
け
た

取
り
組
み
に

総
力
を
あ

げ
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
ま

し
た
。

▶
祝
辞
を
述
べ
る
中
嶋
市
長

むね  ざわ  まさ  ひろ

た
に
ぐ
ち
　
　   

ひ
ろ
あ
き

建
設
事
業
課
　
事
業
調
整
係

６
５
｜

０
７
２
３ 

／
　
　
６
５
｜

４
６
０
１

問
い
合
わ
せ
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７月31日は「甲賀市青少年活動安全誓いの日」

「
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓

い
の
つ
ど
い
」を
開
催

　
市
で
開
催
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
業
を
安
全
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、事
業
の
安
全
安
心
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
場
と
し
て
青
少
年
活
動
安

全
誓
い
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
６
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、「
青
少
年
活

動
」お
よ
び「
自
然
体
験
活
動
」の
安
全
管
理
を

テ
ー
マ
と
し
、諸
々
の
活
動
を
実
施
す
る
際
に

注
意
す
べ
き
点
を
確
認
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

平成１９年７月３１日、市教育委員会が実施しました高知県四万十川での野外体験講座において、
市内の小学生お二人の尊い生命を奪うという重大な事故を起こしました。

　市と市教育委員会では、このような重大事故を二度と起こさないよう、
また事故を忘れることなく教訓としながら、子どもたちの成長にとって大切な青少年活動を
安全に実施していくために、７月３１日を「甲賀市青少年活動安全誓いの日」と定めています。

【
日
時
】７
月
３１
日（
水
）

　
　
　
１９
時
〜（
受
付
１８
時
３０
分
〜
）

【
会
場
】あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

【
内
容
】

●
市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
講
演「
自
然
体
験
活
動
の
安
全
管
理
」

市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み

◆
職
場
や
事
業
ご
と
の
安
全
管
理
体
制
の
推
進

　
市
で
は
、日
々
の
業
務
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
の
事
故
や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組

み
と
し
て
、審
査
会
等
に
よ
り
各
事
業
の
安
全

管
理
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ
か
、安
全
管

理
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
て
、職
場
ご
と

に
安
全
課
題
の
検
証
・
改
善
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
を「
安
全
管
理
推
進
運
動
強
調

月
間
」と
定
め
、各
職
場
研
修
を
実
施
し
、安
全

管
理
意
識
の
共
有
と
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と
講
習
実
施

　
市
で
は
現
在
、市
内
公
共
施
設
に
１
４
４
台

の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
配
備

し
て
お
り
、平
成
２５
年
度
は
新
た
に
７
台
の
設

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、心
肺
停
止
に
際
し
、適
切
な
救
命
措

置
を
率
先
し
て
行
え
る
よ
う
、昨
年
度
は
９
月

と
３
月
に
職
員
向
け
の
講
習
を
実
施
し
ま
し

た
。

◆
青
少
年
活
動
施
設
一
斉
安
全
点
検
を
実
施

　
子
ど
も
達
の
活
動・遊
び
の
場
と
な
る
施
設

や
野
外
公
園
に
つ
い
て
、夏
休
み
前
に
一
斉
点
検

を
実
施
し
ま
す
。点
検
の
対
象
は
市
内
に
２
８

４
カ
所
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
を
行
う
担
当
課

の
職
員
が
、遊
具
の
破
損
や
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
危
険
箇
所
を
調
べ
、修
理
な
ど
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。　

▲昨年の甲賀市青少年活動安全誓いのつどい

社
会
教
育
課
　
青
少
年
育
成
係

８
６
｜

８
０
２
２
／
　 

８
６
｜

８
３
８
０

問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
小
中
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課

８
６
｜

８
０
２
０
／
　
８
６
｜

８
３
８
０

登
録
・
お
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

８
６
｜

８
０
２
０

８
６
｜

８
３
８
０

そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
　
安
心
安
全
係

６
５
｜

０
６
６
５
／ 

　
６
３
｜

４
６
１
９

問
い
合
わ
せ

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
を

子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
に

　
市
で
は
、学
校
教
育
の
一
層
の
充
実

を
め
ざ
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
の
経
験

や
特
技
を
生
か
し
、子
ど
も
た
ち
の
学

習
活
動
を
手
助
け
い
た
だ
く「
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
／
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
優
れ
た
経
験

や
実
績
を
お
持
ち
の
方
、学
校
教
育

に
関
心
が
あ
り
、サ
ポ
ー
ト
に
意
欲

を
お
持
ち
の
方
な
ど

●
活
動
内
容
／
本
の
読
み
聞
か
せ
、田

植
え
や
お
茶
摘
み
体
験
の
指
導
、学

校
行
事
の
手
伝
い
な
ど
。サ
ポ
ー
ト

内
容
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。指
導
や
活
動
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
学
校
と
相
談
い
た
だ
き

ま
す

●
登
録
方
法
／
最
寄
り
の
小
中
学
校
、

ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。登
録
後
は
、学
校
の
活
動
に

応
じ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

※

登
録
者
の
中
か
ら
活
動
に
応
じ
て
連

絡
を
し
ま
す
の
で
、登
録
い
た
だ
い

て
も
活
動
の
機
会
が
無
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

●
募
集
期
間
／

　
平
成
２５
年
７
月
２２
日
〜
１１
月
２９
日

　
市
で
は
、児
童
数
の
き
わ
め
て
少

な
い
学
校
を「
特
認
校
」に
指
定

し
、少
人
数
校
の
特
色
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
教
育
活
動
の

な
か
で「
学
ば
せ
た
い
」、

「
学
び
た
い
」と
い
う
保

護
者
・
児
童
に
対
し
て
、

通
学
区
域
に
関
係
な

く
、市
内
全
域
か
ら
の

就
学
を
一
定
条
件
の
も
と

に
認
め
る
特
認
校
制
度

を
今
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
７
月
２２
日
よ
り
、次
年

度
の
児
童
の
入
学・就
学

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

●
特
認
校
／
鮎
河
小
学

校
、山
内
小
学
校
、甲

南
第
三
小
学
校
、朝

宮
小
学
校
、多
羅
尾

小
学
校
の
５
つ
の
小

学
校
で
す
。

●
通
　
学
／
保
護
者
の

責
任
の
も
と
で
、送
迎

ま
た
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
の
通
学
と
な
り
ま

す
。通
学
費
に
つ
い
て
は
、公
共
交

通
機
関
を
利
用
の
場
合
は
全
額

を
補
助
し
、自
家
用
車
の
送
迎
に

つ
い
て
は
，距
離
に
応
じ
て
一
定
額

の
補
助
を
し
ま
す
。

●
手
続
き
の
進
め
方
／

①
興
味
を
持
た
れ
た
特
認
校
に
電

話
い
た
だ
き
、日
程
を
調
整
し
、

事
前
の
見
学
お
よ
び
学
校
長
と

の
面
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
見
学
の
後
、入
学
・
就

学
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、「
特
認
登
録
校

就
学
申
請
書
」を
当

該
特
認
校
、ま
た
は

市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ
提
出
い
た

だ
き
ま
す
。

③
各
校
で
の
校
長
の
面

接
の
後
、教
育
委
員

会
で
一
定
の
要
件
の

下
、入
学
・
就
学
に
つ

い
て
審
査
・
決
定
し
、

通
知
い
た
し
ま
す
。

●
ま
ず
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

特
認
校
へ
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

鮎
河
小
学
校
／

　
　
☎
６
９
ー

０
０
０
４

山
内
小
学
校
／

　
　
☎
６
８
ー

０
０
０
４

甲
南
第
三
小
学
校
／

　
　
☎
８
６
ー

２
０
３
８

朝
宮
小
学
校
／

　
　
　
　
　
　
☎
８
４
ー

０
０
０
３

　
　
　
　
多
羅
尾
小
学
校
／

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
ー

０
０
０
４

甲賀市特認校制度

　
甲
南
病
院
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。予
約
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、必
ず「
市
の
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
い
」と
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

●
検
診
日
／
６
月
〜
１
月
の
月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
受
付

●
申
込
方
法
／
電
話
も
し
く
は
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
電
話
受
付
時
間
：
月
〜
土
曜
日
の

１４
時
〜
１７
時
）

●
採
用
職
種
／

　
①
行
政（
身
体
障
が
い
者
対
象
）　
1
名
程
度

　
②
保
育
士・幼
稚
園
教
諭
　
5
名
程
度

　（
①
、②
い
ず
れ
も
平
成
２６
年
４
月
１
日
採
用
）

●
受
験
資
格
／

　
①
昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
8
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
※
そ
の
他
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
職
員
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
②
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す

る
方
、ま
た
は
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
。

●
１
次
試
験
／
９
月
２２
日（
日
）

●
２
次
試
験
／
１１
月
中
旬
予
定

●
受
付
期
間
／
８
月
１
日（
木
）〜
８
月
３０
日（
金
）

ま
で
の
執
務
時
間
中（
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
）

甲
南
病
院

8
6
｜

3
1
3
1 

／
　
　
8
6
｜

4
1
3
1

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

職
員
課
　
人
事
係

６
５
｜

０
６
６
９ 

／
　
　
６
３
｜

４
５
６
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甲南病院での肝炎ウイルス
検診受診方法が変更されます 職員採用試験のお知らせ

《
講
師
》

大
阪
国
際
大
学 

人
間
科
学
部  

教
授

公
益
社
団
法
人
日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会 

理
事

た
か  

み       

あ
き
ら

高
見
　
彰 

氏

～平成26年度の募集開始～～平成26年度の募集開始～
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地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

●
佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

小学校の茶園で
児童がお茶摘み
●朝宮地域市民センター

　
６
月
２５
日
に
佐
山
小
学

校
の
２
年
生
と
特
別
支
援

学
級
の
児
童
が
、鹿
深
の

家
に
あ
る
梅
林
で
梅
も
ぎ

体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
梅
も
ぎ
は
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、今
年
も
甲

賀
地
域
の
民
生
委
員
児
童

委
員
さ
ん
と
と
も
に
、青

く
大
き
く
実
っ
た
梅
の
実

を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
も
ぎ

取
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
も
ぎ
取
っ
た
梅
は
、大
梅・小
梅
合
わ
せ
て
３５
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
な
り
、佐
山
小
学
校
、鹿
深
の
家
、甲
賀
福
祉
作
業
所
で

梅
干
し
や
梅
ジ
ュ
ー
ス
、梅
の
甘
露
煮
な
ど
に
し
て
お
い
し
く

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
大
会
開
催

自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
す

　
　
　〜
鹿
深
の
家
で
梅
も
ぎ
〜

●
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
６
月
２３
日
、土
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
を
会
場
と
し
て
、甲

賀
市
消
防
団
土
山
方
面
隊
主
催
の
訓
練
大
会
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、消
防
ポ
ン
プ
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、８
月
４
日
に

開
催
さ
れ
る
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
の
方
面
隊
代
表

選
考
も
兼
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、天
候
も
良
好
で
、

多
く
の
来
賓
の
方
に
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
中
、各
分
団
の
実

力
が
伯
仲
す
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

で
優
勝
さ
れ
た
第
４
分
団
自

動
車
班
が
、県
大
会
に
出
場

さ
れ
ま
す
。ご
健
闘
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　
朝
宮
小
学
校
の
茶
園
で
６
月
４
日
、お
茶
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、朝
宮
保
育
園
の
園
児
と
お
茶
摘
み
を

し
て
い
ま
す
が
、今
年
は
初
め
て
、近
隣
の
小
原
小
学
校
と
多
羅
尾
小
学

校
の
４
年
生
も
参
加
し
、三
校
集
合
学
習
の
一
環
と
し
て
お
茶
摘
み
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
児
童・園
児
と
茶
摘
み
指
導
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
な
ど
、関
係
者

を
含
め
約
１
０
０
名
の
茶
摘
み
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
で
暑
い
ほ
ど
で
し
た
が
、３１
キ
ロ
の
茶
葉
が
収
穫
で
き
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
の
想
い
が
こ
も
り
、き
っ
と
よ
い
お
茶
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

通学路の
危険箇所をチェック
●水口地域市民センター

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
、６
月
２３
日
に
区・自
治
会
長
、

自
治
振
興
会
、小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
員
の
皆
さ
ん
３８
名
が「
通
学
路
点
検
」を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
松
尾・古
城
が
丘
地
域
か
ら
水
口
小
学
校
ま
で
を
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
歩
き
、見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で「
と
ま
れ
」の
表
示
や
白
線
が
消
え

て
い
る
所
な
ど
の
危
険
な
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
旧
東
海
道
周
辺
の
地
域
で
も
実
施
し
、こ
の
点
検
結
果
を
も
と
に

関
係
機
関
へ
協
力
を
依
頼
す
る
項
目
の
整
理
や
、地
域
で
も「
飛
び
出
し
坊
や
」

の
設
置
や
見
守
り
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
を

見
か
け
た
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
見
守
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

貴
生
川
地
域
自
治
振
興
会
事
務
局

（
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

6
2
｜

2
0
2
7
／

6
3
｜

2
2
0
3

問
い
合
わ
せ

●
部
会
目
標

【
ま
ち
づ
く
り
部
会
】笑
顔
と
元
気
な
声
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち

【
環
境
部
会
】安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

【
文
化
部
会
】伝
統
文
化
を
継
承・啓
発
す
る

ま
ち

【
体
育
部
会
】健
康
づ
く
り
で
家
族
の
絆
と
地

域
社
会
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
ま
ち

杣
川
夏
ま
つ
り

　
毎
年
８
月
１６
日
に
北
杣
橋
上
流
付
近
で
灯

籠
流
し
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、多
く
の
皆

さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
振
興
会
も
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
、昨
年
は
杣
川
左
岸
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
約

1
0
0
0
基
設
置
す
る
な
ど
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
、お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
今
年
、灯
籠
流
し
は
第
６１
回
、花
火
大
会
は

第
２１
回
と
な

り
、す
で
に
準

備
も
進
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
杣
川
夏

ま
つ
り
に
お
越

し
い
た
だ
き
夏

の
夜
の
ひ
と
時

を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

花
い
っ
ぱ
い
事
業

　
秋
に
は
各
地
域
の
玄
関
口
を
親
し
み
や
す

い
場
所
に
し
よ
う
と「
花
い
っ
ぱ
い
事
業
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
に
色

と
り
ど
り
の
季
節
の

花
を
植
え
各
区
に
配

布
し
て
い
ま
す
。そ

の
後
は
各
区
で
水
や

り
な
ど
を
し
て
、大

切
に
育
て
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

広
報
誌『
ふ
る
さ
と
貴
生
川

　

あ
ち
ら  

こ
ち
ら
』発
刊

　
地
元
貴
生
川
の
歴
史
や
景
観
を
見
直
し
て

も
ら
お
う
と
、各
区
の
協
力
を
得
て「
ふ
る
さ

と
貴
生
川
　
あ
ち
ら
　
こ
ち
ら
」を
発
刊
し

ま
し
た
。

　
普
段
見
慣
れ
て
い
る
場
所
や
景
色
で
す

が
、新
た
な
発
見
も
あ
り
地
域
の
魅
力
を
再

確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
貴
生
川
地
域
の
方
々
へ
全
戸

配
布
し
、大
変
好
評
で
し
た
。

子
育
て
広
場「
き
ぶ
か
わ 

げ
ん

き
っ
こ
」開
催

　
地
域
の
声
を
受
け
て
、今
年
度
か
ら
子
育

て
広
場
を
開
催

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
子
育
て
真
っ
最

中
の
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
、お
じ

い
さ
ん
お
ば
あ

さ
ん
の
楽
し
い

集
ま
り
で
す
。み

ん
な
で
歌
を
歌
っ

た
り
手
遊
び
を
し
た
り
、絵
本
を
読
ん
だ
り

し
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
地
域
や
参

加
者
の
方
を
は
じ
め
、皆
さ
ん
の
声
を
大
切

に
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る

事
業
を
推
進

　
貴
生
川
地
域
自
治
振
興
会
で
は
多
く
の
区

民
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。昨
年
度
の
主
な
事
業
の
参
加

者
数
で
す
。

敬
老
会
事
業
　
６
０
０
名

納
涼
夏
祭
り
　
１
，８
５
０
名

通
学
路
等
の
美
化
　
４
５
０
名

河
川
愛
護
活
動
　
２
８
０
名

公
園
等
の
環
境
整
備
　
６
９
０
名

伝
統
行
事
の
伝
承
　
１
，０
０
０
名

文
化
祭
　
４
５
０
名

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会・グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　
２
９
０
名

運
動
会
　
１
，６
３
０
名

今
後
の
予
定

　
今
年
度
は
文
化
祭
、親
子
餅
つ
き
大
会
、地

域
の
名
人
に
よ
る
歴
史
講
座
な
ど
を
考
え
て

い
ま
す
。

貴生川地域自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

輪
－ みんなでつくろう　住みよい貴生川  －

貴生川地域自治振興会は14の区からなり４部会を中心に地域発展に取り組んでいます。
また本年度より部会に推進員制を設けて、さらなる事業展開にチャレンジします。

No.23

▲

「花いっぱい事業」で季節の花が出迎える玄関口に

▲

子育て中の皆さんが集う「きぶかわ　げんきっこ」

▲幻想的な雰囲気を演出する川岸のイルミネーション

▶
行
事
に
は
こ
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て

　
　
　
　
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
み
ま
す

▲梅の実を一つずつ丁寧にもぎ取る佐山小学校児童

▲１００名が参加した朝宮小恒例の茶摘み大会

▲地域の皆さんによる通学路点検

▲各分団の実力が伯仲した消防ポンプ操法訓練大会
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申／土山体育館内大会事務局
申し込み・問い合わせ

66-0091／ 　66-1091
問／文化スポーツ振興課 86-8023／ 　86-8380

・集中休暇の実施箇所では消灯し、冷房を停止することにより節電や費用の節減に努めます。
・�職員が集中的に年次有給休暇を取得することで実施し、職員の積極的な地域行事等への参加や、公務能率の
向上を図ります。

●ただし通常どおり業務を行う箇所は次の表のとおりです。

※�ただし、甲南ふれあいの館、紫香楽
宮跡関連遺跡群調査事務所、学校給
食センター（水口、東部、信楽）につ
いては期間中休館、休所します。

８月14日（水）、15日（木）、16日（金）
市役所は夏季集中休暇を実施します

職員課
問い合わせ

63-456165-0669／

新
市
建
設
計
画
を
変
更

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
に
お
け
る
合

併
市
町
村
の
実
情
を
受
け
、
平
成
24
年
６

月
に
合
併
特
例
債
の
発
行
期
間
が
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
有

す
る
庁
舎
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
・
減

災
対
策
の
確
立
に
向
け
て
、
有
利
な
合
併
特

例
債
を
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

新
市
建
設
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
主
な
変
更
内
容

・�

計
画
期
間
の
延
長（「
平
成
26
年
度
ま
で
」

を「
平
成
31
年
度
」ま
で
に
）

・�

主
要
事
業
に「
庁
舎
整
備
事
業
」を
明
確

に
位
置
付
け

・
財
政
計
画
の
変
更

■
新
市
建
設
計
画

　
【
平
成
25
年
６
月
変
更
】

　

変
更
後
の
新
市
建
設
計
画
は
、
市
役
所

水
口
庁
舎
お
よ
び
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
出
し
て
い
ま
す
。

政
策
推
進
課

6
5
｜

0
6
7
0
／

6
3
｜

4
5
5
4

問
い
合
わ
せ

信楽中学校
室内温水プール・トレーニングルームの
一般開放をご利用ください

期　間　10月30日までの毎週火・水・金・土曜日（７
月19日（金）までは土曜日のみ開放）

　　　　※ご利用いただくには、会員登録が必要です。
　健康運動教室　
　７月23日から全６回で水中ウォーキングやクロー
ルの教室を開催します。詳細は、市ホームページ、信
楽中央公民館などに設置してあるチラシをご覧くださ
い。

2013あいの土山マラソン
出場者募集受付開始

11月３日（日）
日本陸連公認　あいの土山マラソンコース
マラソンの部、ハーフマラソンの部いず
れも、登録男女・一般男女
4,000円
平成７年４月１日以前出生者（高校生、
車イスでの参加はできません）
９月15日（日）
※申込先着順4,000名。申し込みは、大会
事務局まで。

日　時
コース
種　目

参加費
出場資格

申込締切

甲賀夏まつり2013
開催日／７月27日（土）
　※雨天（荒天）の場合は、花火大会のみ順延28日（日）
会　場／ＪＡこうか（本所）駐車場
内　容／ 16：00　ラッキーナンバー付きうちわ配布
　　　　�17：00～ 19：40　ステージイベント
　　　　�19：45～ 20：30　花火大会
問い合わせ／甲賀夏まつり実行委員会（甲賀市観光協会内）
　　　　　　☎・ �60-2690

しがらき火まつり2013
開催日／７月27日（土）
会　場／信楽地域市民センター周辺
内　容／ 19：00　元火採火式（新宮神社）
　　　　�19：25　火まつり式典（新宮神社）
　　　　�19：45　松明奉納開始
　　　　　　　　　（新宮神社～愛宕神社～市民センター）
　　　　�21：00　花火打上
問い合わせ／陶都・信楽まつり実行委員会
　　　　　　（甲賀市商工会信楽支所内）
　　　　　　☎82-0873・ 82-3117

杣川夏まつり
開催日／８月16日（金）
会　場／杣川河川敷（北杣橋上流付近）
内　容／ 17：30　パレード
　　　　�19：15　灯籠流し
　　　　�20：10　花火大会
問い合わせ／杣川夏まつり実行委員会
　　　　　　（貴生川地域市民センター内）
　　　　　　☎62-2027・ 63-2203

市内の祭礼行事
麦酒祭
総社神社（水口町牛飼）
日時／７月18日（木）祭典10：30～
問い合わせ／甲賀市観光協会　☎60-2690

大原祇園祭
大鳥神社（甲賀町鳥居野）
日時／７月23日（火）【宵宮祭】祭礼時間21：00～
　　　　　�24日（水）【本祭】祭礼時間15：00～
問い合わせ／大鳥神社　☎88-2088

土山祇園祭
白川神社（土山町南土山）
日時／８月３日（土）【宵宮祭】祭礼時間18：00～
　　　　　４日（日）【本祭】祭礼時間13：00～
問い合わせ／白川神社　☎66-0086

市内で開催される主な夏祭りをご紹介します。
こうかの夏まつり 　

こ
の
夏
、
関
西
電
力
管
内
で
は
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
節
電
に

よ
り
、
電
力
は
不
足
し
な
い
見
通
し

で
す
が
、
日
頃
か
ら
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

平
成
22
年
夏
と
比
べ
て
９
％
削
減

を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

※�

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
調
が
悪
い

方
の
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
健

康
上
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
節
電

を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
課6

5
｜

0
6
9
1

6
3
｜

4
5
8
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

和太鼓サウンド夢の森2013
日時／８月３日（土）開場16時�（開演17時）～ 21時
場所／甲賀市鹿深夢の森（文化創造のステージ）
内容／ 100人太鼓��他
入場料／自由席1,000円（当日1,300円）／指定席2,000円
／高校生以下無料（必ず保護者同伴）

前売り券販売所／甲賀共同福祉センター、甲賀Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター他

問い合わせ／甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センター内　和太鼓サウン
ド夢の森事務局　☎88-5887 ／ 88-5883

◆窓口サービス部門は通常通り業務を行います

通常業務を行う箇所

水
口
庁
舎

◇１階
　市民課、保険年金課、市民窓口センター、会計課、
　生活環境課、人権推進課、税務課、滞納債権対策課
◇水口社会福祉センター内
　社会福祉課、自立支援課、長寿福祉課

甲
南
庁
舎

◇１階
　甲南第一地域市民センター
◇３階
　情報政策課

地域市民センター
　市内全ての地域市民センターは、期間中通常どおりの業務を行い
ます。
施設
　水口庁舎および甲南庁舎を除く市の施設については、通常の開館・
休館スケジュールのとおり業務を行います。

信楽中央公民館
文化スポーツ振興課

問い合わせ

☎82-8075／　 82-2463
☎86-8023／　 86-8380

 
こ
の
夏
の

 
節
電
の
お
願
い

期　間

 ７月 １ 日（月）～
９月30日（月）

平日９時から20時まで

（８月13日（火）～　
　　15日（木）を除く）
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地域の学びの場で“脳が目覚めるアート”に挑戦

子育ては皆で一緒に

岩上自治振興会　ミニミニ講座　

岩
上
自
治
振
興
会
で
は
、
地
域
の
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
得
意
分
野
の
技
や

知
恵
を
伝
え
る
生
涯
学
習
講
座「
ミ
ニ
ミ
ニ

講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
様
々

な
分
野
で
24
の
講
座
が
開
か
れ
、
１
１
０
名

が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
20
日
に
は
岩
上
公
民
館
で
、
福ふ

く

岡お
か

千ち

春は
る

さ
ん
に
よ
る
講
座「
脳
が
目
覚
め
る
ア
ー

ト　

臨
床
美
術
」が
開
催
さ
れ
、
８
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ク
レ
パ
ス
を
使
っ
て
画
用
紙
に
縦
横
に
線

を
引
き
、
で
き
た
枠
内
に
同
色
が
隣
り
合
わ

な
い
よ
う
塗
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
は「
夏
」

を
テ
ー
マ
に
、
海
や
ひ
ま
わ
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
夏
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
を
使
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
集
中
し
て
取
り
組
み
、
色
鮮

や
か
な
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

公開「共育」講座
　

水
口
幼
稚
園
が
主
催
す
る
公
開「
共
育
」講

座
が
６
月
21
日
、
水
口
教
会
会
堂
で
開
催
さ

れ
、
同
幼
稚
園
児
の
保
護
者
な
ど
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
に
、

関
係
の
中
で
共
に
育
て
る
子
育
て「
共
育
」を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
阪
大
谷
大
学
教
員
の
桜さ

く
ら
い井

智ち

え恵
子こ

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
脱
力
系
親

論

－

子
ど
も
の
再
生
・
お
と
な
の
反
省

－

」を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
に
触
れ
、
肩
に

力
を
入
れ
な
い
で
皆
で
一
緒
に
子
ど
も
と
社

会
を
育
て
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
い
じ
め
問
題
や
子
育
て

に
つ
い
て
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自慢ののどを競う
　

第
22
回
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
が
６
月
16

日
、
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
、
一

般
99
名
、
少
年
少
女
49
名
の
計
１
４
８
名
が

出
場
し
、自
慢
の
の
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
緊
張
感
が
漂
う
中
、
出
場
者
は

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、
少
年
少
女
の
部
で

は
甲
賀
市
の
神
田
さ
ん
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
土
山
の
４
小
学
校
児
童
が
合
唱
を

披
露
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

  

○
少
年
少
女
の
部

  　

優
勝　

神か
ん
だ田
留る

な愛

  　
準
優
勝　

土つ
ち
や山

太ま
た
い
せ
い聖

  　

５
位　

小こ
に
し西
風か

ぜ
み
ち道　

６
位　

原は
ら

つ
や
子こ

  　

７
位　

木き
む
ら村　

光ひ
か
る　

８
位　

堀ほ
り　

和か
ず
ま真

  　

９
位　

前ま
え
だ田
真ま

ゆ由　

10
位　

山や
ま
し
た下
愛ま

な奈

  

○
一
般
若
年
の
部

  　
準
優
勝　

田た
な
か中
千ち

づ
る鶴

第22回鈴鹿馬子唄全国大会

「忍者」の魅力を再発見 甲賀市留学生観光サポーター活動

　

甲
賀
市
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

外
国
人
留
学
生
３
名
が
６
月
23
日
、「
忍
者
コ
ー
ス
」

と
し
て
甲
賀
流
忍
術
屋
敷
を
は
じ
め
、
く
す
り
学
習

館
や
油
日
神
社
な
ど
甲
南
・
甲
賀
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

甲
賀
流
忍
術
屋
敷
で
は
、
外
敵
に
備
え
た
様
々
な

仕
掛
け
の
説
明
を
聞
い
た
後
、忍
び
装
束
に
変
装
し
、

手
裏
剣
投
げ
を
体
験
し
た
り
、
忍
者
に
な
っ
た
つ
も

り
で
屋
敷
を
探
検
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
出
身
の
留
学
生
は
、「
忍
者
は
、
逃
げ
る
イ

メ
ー
ジ
が
無
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。
３
０
０
年
前
の

建
物
が
保
存
さ
れ
、
衣
装
を
着
て
体
験
で
き
る
な
ど

日
本
な
ら
で
は
」と
新
た
な
発
見
を
話
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
感
想
は
、
観
光
情
報
を
交
え
個
人
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
、
海
外
に
も
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。

お話会で滋賀の“宝物”にふれる
　

守
山
市
在
住
の
児
童
文
学
作
家
今い

ま
ぜ
き関
信の

ぶ
こ子
さ
ん
に

よ
る
お
話
会
が
６
月
25
日
、
雲
井
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
４
年
生
を
対
象
に
し
た
お
話
会
で

は
、
今
関
さ
ん
が
初
め
て
本
を
書
い
た
体
験
を
も
と

に
、
色
ん
な
も
の
に
関
心
を
持
っ
て
周
囲
を
よ
く
見

る
こ
と
が
大
切
だ
と
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
島
で
の
暮
ら
し
を
描
い
た
絵
本『
ぎ
ん

の
な
み
お
ど
る
』の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

滋
賀
を
題
材
に
し
た
お
話
を
集
め
た『
滋
賀
の
子

ど
も
の
た
か
ら
ば
こ
』も
紹
介
さ
れ
、「
滋
賀
に
は
お

も
し
ろ
い
お
話
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
目
を

丸
く
し
て
お
も
し
ろ
い
宝
物
を
探
し
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
ま
し
た
。

雲井小学校・児童文学作家 今関信子さんによるお話会

「元気に育って」稚鮎を放流 第二小学校・河川環境体験学習

　

甲
南
第
二
小
学
校
の
河
川
環
境
体
験
学
習
が
６
月

25
日
、
甲
南
町
市
原
の
杣
川
で
開
か
れ
、
５
、６
年

生
42
名
が
稚
鮎
約
２
５
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、
放
流
を
通
じ
て
、
命
の
尊
さ
や
河

川
保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
野
洲
川
漁
業
協
同

組
合
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
元
気
に
育
っ
て
」と
声
を
か
け

な
が
ら
、バ
ケ
ツ
で
次
々
と
稚
鮎
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
焼
き
た
て
の
鮎
の
塩
焼
き
を
味
わ
い
、
児

童
は「
毎
日
こ
ん
な
お
い
し
い
魚
を
食
べ
る
た
め
に

も
、
川
は
き
れ
い
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
学
ん

だ
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

▲少年少女の部で優勝に輝いた神田留愛さん

▲皆で一緒にする子育てをと呼びかける桜井さん

▲「夏」をイメージしながら色を塗っていく参加者

▲忍者になりきり忍術屋敷を探検

▲今関さんのお話に夢中になる児童

▲こわごわ鮎を手に取り学習する児童
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i n f o r m a t i o n

情報
まど
の
情報
まど
の
情報
まど
の

体
験
☆
ね
ん
ど
が
動
く
ア
ニ
メ
を
作

ろ
う
〜
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
の
世
界
へ
〜

●
日
時
／
８
月
１１
日（
日
）１０
時
〜
１６
時

●
場
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
　
展
示
室

●
内
容
／
粘
土
を
使
っ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
り

●
参
加
費
／
１
名
５
０
０
円

●
定
員
／
５０
名

●
募
集
対
象
／
小
学
生（
１
・
２
年
生
は
保

　
護
者
同
伴
）

●
申
込
受
付
日
時
／
７
月
２0
日（
土
）１０
時
〜

●
申
込
方
法
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

窓
口（
１
人
に
つ
き
、２
名
分
ま
で
参
加

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
）

●
そ
の
他
／
昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
・
申
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
6
2
｜

2
6
2
6
／
　
6
2
｜

2
6
2
5

（
月
曜
休
館
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

催
し

甲
賀
看
護
専
門
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
時
／
８
月
１
日（
木
）
１３
時
２０
分
〜
１６

時
３０
分（
１３
時
受
付
開
始
）

●
場
所
／
甲
賀
看
護
専
門
学
校

●
申
込
方
法
／
電
話
、F
A
X
、E‐

m
ail

の

い
ず
れ
か
で
連
絡
く
だ
さ
い
。当
日
の
飛

び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

問
・
申
／
甲
賀
看
護
専
門
学
校

☎
６
５
｜

６
０
７
１
／
　
６
５
｜

６
０
７
３

E‐
m
ail:postm

aster@
kokans.ac.jp

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

甲
賀
市
３
児
童
館
お
た
の
し
み
会

●
日
時
／
８
月
３
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

●
場
所
／
か
え
で
会
館

●
内
容
／
う
い
ろ
う
＆
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
作
り

●
対
象
／
小
学
生

●
定
員
／
先
着
１５
名

●
持
ち
物
／
材
料
費
２
０
０
円
、三
角
巾
、エ
プ

ロ
ン
、マ
ス
ク
、上
靴
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、お
茶

●
申
込
方
法
／
か
え
で
会
館
に
電
話
で

●
申
込
受
付
日
時
／
７
月
１６
日
９
時
〜

問
・
申
／
か
え
で
会
館

☎
８
６
｜

４
３
６
３
／
　
８
６
｜

４
９
５
８

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

第
４
回
甲
賀
市
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座

●
日
時
／
８
月
１０
日（
土
）１３
時
〜
１７
時

　（
雨
天
の
場
合
は
屋
内
で
実
施
）

●
場
所
／
し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
民
会
館

●
内
容
／
地
球
カ
レ
ン
ダ
ー
の
お
話
、ゴ
ム

　
動
力
船
づ
く
り
　
他

●
対
象
／
市
内
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、先
着
１５
組

　（
保
護
者
１
名
に
つ
い
て
、子
ど
も
3
名
ま
で
）

●
参
加
費
／
子
ど
も
１
名
3
０
０
円（
当
日

徴
収
）

●
申
込
締
切
／
８
月
２
日（
金
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５
｜

０
６
９
１
／
　
６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

企
画
展「
世
界
が
賞
賛
し
た
水
口
細
工
」

●
期
間
／
７
月
２０
日（
土
）〜
１０
月
２
日（
水
）

　
１０
時
〜
１７
時
※
木
・
金
曜
日
休
館

●
場
所
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示

室
・
水
口
図
書
館
ロ
ビ
ー

●
内
容
／
シ
ー
ボ
ル
ト
も
記
録
に
残
し
た

水
口
細
工
の
歴
史
と
、一
度
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
製
作
技
法
を
復
興
す
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

●
入
館
料
／
大
人
１
５
０
円 

小
･
中
学
生
８
０
円

※
毎
週
土
曜
日
は
市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
同

伴
者
は
無
料
。

※
展
示
解
説
8
月
18
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分

問
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
6
2
｜

7
1
4
1
／
　
6
3
｜

4
7
3
7

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

テ
ー
マ
展「
甲
賀
の
道
標
パ
ネ
ル

展 

水
口
・
信
楽
編
」

●
期
間
／
７
月
２０
日（
土
）〜
１０
月
６
日（
日
）

　
１０
時
〜
１７
時
※
月
・
火
曜
日
休
館

●
場
所
／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
第
２
展
示
室

●
内
容
／
か
つ
て
旅
人
の
道
案
内
の
目
印

と
な
っ
た
石
造
道
標
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
。

※
入
館
無
料

問
／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
6
6
｜

1
0
5
6
／
　
6
6
｜

1
0
6
7

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

東
海
道
伝
馬
館
　
夏
休
み
お
話
会

●
日
時
／
７
月
３１
日（
水
）１０
時
〜
１２
時

●
場
所
／
東
海
道
伝
馬
館

●
内
容
／
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
つ
く
し
ん
ぼ
」に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
紙
芝
居
、し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び

●
持
ち
物
／
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
水
筒

※
参
加
無
料
、予
約
不
要 

問
／
東
海
道
伝
馬
館（
月
・
火
休
館
）

☎
／
　
6
6
｜

2
7
7
0

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

☆ 

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆

夏
の
大
三
角
を
探
し
て
み
よ
う
　

　
〜
土
星
の
観
察
・
夏
の
星
座
の
お
は
な
し
〜

●
日
時
／
７
月
２７
日（
土
）１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、土
星
、夏
の
星
座

な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
７
月
２６
日（
金
）先
着
４０
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
8
8
｜

4
1
0
0
／
　
8
8
｜

5
0
5
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

親
子
で
し
ぜ
ん
博
士
に
な
ろ
う

「
昆
虫
採
集
と
標
本
づ
く
り
」

●
日
時
／
７
月
２８
日（
日
）１０
時
〜
１５
時

●
持
ち
物
／
参
加
費
2
0
0
円
、野
外
用

の
服
装
、弁
当
、水
筒

「
夏
の
星
座
を
見
つ
け
よ
う
」

●
日
時
／
８
月
３
日（
土
）１９
時
３０
分
〜
２１
時

●
持
ち
物
／
懐
中
電
灯（
あ
れ
ば
）

※
２
つ
の
行
事
と
も
場
所
、対
象
、定
員
、申

込
方
法
は
以
下
の
と
お
り

●
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

●
対
象
／
小
学
１
年
生
以
上
の
子
と
親
ま
た
は
大
人

●
定
員
／
先
着
２０
名

●
申
込
方
法
／
参
加
者
全
員
の
お
名
前
・
住

所
・
電
話
番
号
・
子
ど
も
は
年
齢
か
学
年
を
、開

催
日
２
日
前
の
１７
時
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
6
3
｜

6
7
1
2
／
　
6
3
｜

0
4
6
6

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

き
ま
ぐ
れ「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」

●
日
時
／
７
月
２１
日（
日
）１４
時
〜
１５
時

●
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

●
内
容
／
７
月
の
森
で
生
き
物
を
探
し
て

　
お
散
歩
し
ま
す
。

※
参
加
申
込
不
要
、先
着
１５
名

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
6
3
｜

6
7
1
2
／
　
6
3
｜

0
4
6
6

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

麗
し
の
弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
饗
宴

●
日
時
／
８
月
４
日（
日
）14
時
開
演

●
会
場
／
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料
／
前
売
１
，０
０
０
円
　
当
日
１
，

２
０
０
円
　
※
小
学
生
以
上
有
料
・
自
由
席

●
出
演
者
／
藤
原
利
佳（
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
）・
北
村
奈
美
・
澤
田
久

美
・
矢
田
貴
子
・
藪
下
英
里
・
大
橋
友
子

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル「
カ
ノ
ン
」、

モ
ン
テ
ィ「
チ
ャ
ー
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」、バ
ル

ト
ー
ク「
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
舞
曲
」、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」ほ
か

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー

ル
、あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、忍
の
里
プ

ラ
ラ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
・
申
／
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎
６
６
｜

１
６
０
２
／
　
６
６
｜

１
６
０
３

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
な
ん
で
も
相
談

家
庭
や
地
域
・
職
場
等
の
日
常
生
活
で
の
悩

み
や
心
配
、差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

●
開
催
日
・
場
所
／

５
日（
月
）／
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

第
１
相
談
室
・
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
談
話
室

８
日（
木
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
身
障

研
修
室

９
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
Ｆ

２０
日（
火
）／
市
役
所
甲
南
庁
舎
２
階
団
体
室

●
時
間
／
１３
時
３０
分
〜
１６
時

問
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／
　
6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

家
庭
や
職
場
等
で
の
男
女
間
の
様
々
な
悩

み
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

●
開
催
日
／
２
日（
金
）・
５
日（
月
）・
７
日

（
水
）・
９
日（
金
）・
12
日（
月
）・
14
日（
水
）・

16
日（
金
）・
19
日（
月
）・
21
日（
水
）・
23
日

（
金
）・
26
日（
月
）・
28
日（
水
）・
30
日（
金
）

●
場
所
／
水
口
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
内
相
談
室

●
時
間
／
９
時
〜
16
時

●
相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

（
面
接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

相
談
窓
口
／
☎
６
５‐
０
７
５
１

問
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／
　
6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

行
政
相
談

国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

●
開
催
日
・
場
所
／

５
日（
月
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
日（
月
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

８
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館（
甲
賀
）

２１
日（
水
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉

　
　
　
　
　
活
動
セ
ン
タ
ー（
甲
南
）

２１
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

問
／
生
活
環
境
課

☎
6
5
｜

0
6
8
6
／
　
6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

結
婚
相
談

※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
結
婚
相
談
員（
市
委
嘱
）

●
開
催
日
／
３
日（
土
）・
１７
日（
土
）

●
場
所
／
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

●
時
間
／
１３
時
〜
１６
時

問
／
農
業
振
興
課

☎
6
5
｜

0
7
1
1
／
　
6
3
｜

4
5
9
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

教
育
相
談

主
に
小
・
中
学
生
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。※
要
予
約

●
対
応
者
／
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
相
談
員

●
場
所
／
学
校
、市
役
所
甲
南
庁
舎
、甲
賀

市
　
適
応
指
導
教
室
な
ど

問
／
学
校
教
育
課

☎
8
6
｜

8
1
0
0
／
　
8
6
｜

8
1
9
6

（
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
〜
１７
時
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

就
労
相
談

就
労
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共
職
業
安

定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。※
申
込
不
要

●
午
前（
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）開
催
日
・
場
所
／

７・
１４
・
２１
・
２８
日（
水
）／
西
教
育
集
会
所

７・
１４
・
２１
・
２８
日（
水
）／
梅
田
会
館

１・
１５
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

１・
１５
日（
木
）／
清
和
会
館

６・
２０
日（
火
）／
宇
川
会
館

６・
１３
・
２０
・
２７（
火
）／
か
え
で
会
館

８・
２２
日（
木
）／
新
城
教
育
集
会
所

８・
２２
日（
木
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

１３
・
２７
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

●
午
後（
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）開
催
日
・
場
所
／

７・
２１
日（
水
）／
水
口
中
央
公
民
館

７・
２１
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

１４
・
２８
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

９・
２３
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

２・
１６
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

２・
１６
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

問
／
商
工
政
策
課

☎
6
5
｜

0
7
1
0
／
　
6
3
｜

4
0
8
7

相
談〈
8
月
〉
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開催日時／火・水・金曜日　１０時～１５時
場所／甲南青少年研修センター
対象／市内在住おおむね０～３歳のお子さんと保護者
　　　（小さなお子さんの安全のため、対象以外の
　　　児童の参加はご遠慮ください）　※参加無料
問／社会福祉課　児童家庭支援係
☎６５ー０７０５／　６３ー４０８５

（
略
字
説
明
）

（問い合わせ先一覧）
利用時間場　所 電話 FAX

65-5511 65-5522

66-0375 －

88-8115 88-8145

86-0949

82-2799

★あかちゃんひろば ★ぴょんぴょんひろば

★キッズランド　みずあそび

＜家庭教育支援事業＞

こども未来課

日　時／２３日（金） １０：３０～１１：3０
　　　　　　　　　（受付１０：0０～１0：2０）
場　所／碧水ホール（水口）
対　象／１歳以上の未就園児とその保護者
内　容／・ 一緒に歌おう
　　　   ・ 一緒に手あそびをしよう
　　　　・ 演奏をきこう
申込･費用／不要
持ち物／レジャーシート（室内で使用）・水分補給できるもの

　※申込み締め切りは8月9日（金）まで

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』

『水あそび』
日　時／19日（月）　10：00～12：00
場　所／たけのこ児童館
定　員／10組（要申込）
持ち物／水着またはパンツ、タオル、お茶

☆にんくる子育て広場

■子育て支援センターでは、いろいろな子育て
支援事業を行っています。市内在住の未就園児
とその保護者の方が対象です。どの地域のセン
ターでもお気軽にご利用ください。

■子育て支援センターでは、いろいろな子育て
支援事業を行っています。市内在住の未就園児
とその保護者の方が対象です。どの地域のセン
ターでもお気軽にご利用ください。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

対象）２歳6か月以上の未就園児とその保護者

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
27日（火）
9日（金）
2日（金）

①1日（木）
②29日（木）

１日(木）

対）①６か月頃まで
     ②７か月頃～１歳

10:00
～

11:30

対象）１～２歳5か月の未就園児とその保護者
場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口
土山
甲賀

甲南

信楽
水口

土山

甲賀

甲南

信楽

水口
土山

甲賀

甲南

信楽

20日（火）
21日（水）
6日（火）

①6日（火）
②20日（火）

①6日（火）
②27日（火）

対）①1歳～1歳8か月
内）水あそび　
持）プール用おむつ・バスタオル・着替え・
　　ビーチサンダル
他）雨天の場合は室内あそび　
対）②1歳9か月～2歳5か月

内）みずあそび　対）①1歳～1歳8か月　
②1歳9か月～2歳5か月　　
持）ぬれてもよい服装・帽子・ビーチサンダル
　 （親子共）

水あそび　持）ぬれてもよい服装（親子共）

10:00
～

11:30

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
6日（火）
1日（木）

20日（火）

2日（金）

21日（水）

他）雨天の場合は室内あそび

持）ぬれてもよい服装（親子共）と水着
　  ビーチサンダル（親子共）

10:00
～

11:30

水 口

土 山

甲 賀

甲 南

信 楽

おはなし会　～絵本を楽しもう～

おとうさんとあそぼうひろば

出前ひろば

5・12・19日(月)

27日（火）

９・２３日（金）

1日（木）

9・23日（金）

26日（月）

22日（木）

8日（木）

17日（土）

23日（金）

13:30～15:00

13:30～15:00

10:00～11:30

13:30～15:00

10:45～11:00

13:30～15:00

10:30～11:30

10:00～11:30

10:00～11:30

対）5日：H２５年3月生、12日：H２５年4月生、19日：H２５年5月生

平成２５年４月～６月生まれの赤ちゃんとその保護者

９：３０～１１：３０のオープンルーム内で

対）1歳までの未就園児とその保護者　持）バスタオル
他）要申込・抽選10組（未経験者優先）　締切 7月25日

対）Ｈ２３年8月生まれまでの未就園児とその保護者
他）要申込・先着１５組

対）H.２５年４月生～H.２５年５月生の赤ちゃんとその保護者　持）バスタオル

対）１歳６か月未満の未就園児とその保護者　

対）未就園児とその父親　内）みずあそび
持）ぬれてもよい服装・帽子・ビーチサンダル（親子共）　　

対）朝宮地区の未就園児とその保護者　　　場）朝宮コミュニティセンター
内）みずあそび　　　持）ぬれてもよい服装・帽子・ビーチサンダル（親子共） 

対）未就園児と保護者　場）油日にこにこ園　他）要申込・先着１５組

対）０～１歳まで

事業名 時間 内容・対象・持ち物・その他日

月～土 9:00～17:00

月～金 9:00～17:00

火～土 9:00～17:00

月～金 9:00～17:00

火～土 9:00～17:00

水口子育て支援センター

土山子育て支援センター

甲賀子育て支援センター

甲南子育て支援センター

信楽子育て支援センター

『金魚すくい』
～プラスチックの金魚で水あそびをしましょう～
日　時／8日（木）　10：30～11：30
場　所／かえで会館
定　員／15組（要申込）
持ち物／材料費100円、水筒、タオル、着替え
申込開始／７月１６日（火）９:00～

『手形スタンプ遊び』
日　時／２３日（金）　10：00～11：30
場　所／にんくる児童館（相模教育集会所）
定　員／15組（要申込）
持ち物／水着、タオル、帽子、お茶

日　時／８日（木） １０：３０～１１：００
場　所／土山図書館
対　象／０・１・２歳児とその保護者

場　所／水口図書館
対　象／０・１・２歳児とその保護者

★乳幼児おはなし広場（水口）

★乳幼児おはなし広場（土山）

日　時／２７日（火）10:30～10:50
　　　　　　　　 11:00～11:20（　　  ）同じ内容で

２回開催

※ 参加対象は市内の未就園児とその保護者です。
　 どの地域の活動にも参加していただけます。
※ 講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

☆かえで子育て広場

問・申 88-5696☎88-5692／

問・申 86-4958☎86-4363／

問・申 82-3616☎82-2361／

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です）
持： 持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　　※お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなどは必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

＜児童館事業＞

あかちゃんルーム

子育て講習
「親子でリトミック」

あかちゃんルーム

あかちゃんルーム

おはなし会

子育て講習「わらべうたあそび」

あかちゃんルーム

出前ひろば

10:00～11:30

30日（金） 対）１歳までの未就園児と保護者　他）要申込・先着１５組子育て講習「わらべうた」 10:30～11:30

＜各子育て支援センター事業＞　

＜子育て広場＞　

※「オープンルーム」「サークル」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。
※子育て相談（9：00～17：00）　子育ての不安や悩みなど、どんなことでも一人で悩まずに気軽にご相談ください。 TEL、FAX、来所いずれでも結構です。

1日（木） 10:00～11:30

子育て講習
「AEDってなあに」 10:30～11:30 他）要申込・先着１５組

　家庭教育支援事業では、親子のふれあいを通して、毎日の子
育てで大切にしたいことを提案しています。
　絵本や音楽、運動など、事業のテーマにより、また子どもの
年齢や個性によって、その楽しみ方に違いはありますが、一緒
に参加する大人が楽しんでいると、子どもも楽しい気持ちに
なるようです。保護者ができるだけリラックスして、楽しいな
あ、おもしろいなあと感じながら、子どもと過ごしていただき
たいと思っています。
　今年度は、未就学児とその家族を対象に「親子ふれあい絵本
広場」を、市内３ケ所で開催します。市内在住の絵本作家、市居
みかさんに、絵本の魅力や親子での楽しみ方を紹介していた
だく予定です。まずはその時間をゆっくりとお楽しみください。

こども未来課　指導振興係
問い合わせ

86-838086-8171／

～ 教育の出発点は家庭から ～

31回第

子どもと楽しむ親子の時間

「親子ふれあい絵本広場」
～子どもと楽しむ絵本と音楽～
（要予約・先着順）

30日（金）

第１回／信楽図書館　７月２０日（土）１０：３０～１１：４５
第２回／甲賀図書情報館（１０月予定）
第３回／碧水ホール（Ｈ２６．３月予定）
※申込は一家族１回でお願いします。　　　
※７月のみ受付中です。
　予約状況や方法は、こども未来課までお問合せください。
　　
　
 　

第１回／信楽図書館　７月２０日（土）１０：３０～１１：４５
第２回／甲賀図書情報館（１０月予定）
第３回／碧水ホール（Ｈ２６．３月予定）
※申込は一家族１回でお願いします。　　　
※第1回のみ現在受付中です。
　予約状況や方法は、こども未来課までお問合せください。
　　
　
 　

子育て事業紹介冊子「すまいる」を発行しました。
詳しくは、最寄りの子育て支援センターもしくは
社会福祉課までお問い合わせください。

社会福祉課　児童家庭支援係
問い合わせ

63-408565-0705／

･･･

★親子ふれあい音楽広場
～和音と楽しもう! うた広場～

わ　 おん

問・申 86-8380☎86-8171／

いち  い
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開館時間：10:00～18:00

●催し

8
10
24 8月

　甲賀市図書館のホームページでは図書館利用に
役立つさまざまな情報を発信しています。蔵書を
検索したり、行事予定や新着本の情報を見たりする
ことができます。
　また、インターネットサービスを利用すると、パソ
コンや携帯から本の予約をしたり、自分が借りてい

66-1067
66-1056

開館時間：10:00～18:00

●催し

63-4737
63-7400

3
6

17
27

土
火

土
火

木

土
土

14:00～14:30
10:00～12:00

14:00～14:30
①10:30～10:50
②11:00～11:20

10:30～11:00

14:00～14:30
14:00～14:30

おはなし会
こうさく教室
（事前申込要）
おはなし会
おはなし会
※乳幼児向け

※8月は小学校の巡回はありません

※8月は小学校の巡回はありません

※8月の巡回はありません

おはなし会
※乳幼児向け
おはなし会
おはなし会

開館時間：10:00～18:00

●催し

10
24

82-3921
82-0320

土
土

15:00～16:00
15:00～16:00

1 木 11:00～11:30 おはなし会

おはなし会
おはなし会

開館時間：10:00～18:00（金曜日は21:00まで）

●催し

86-1505
86-1504

開館時間：10:00～18:00

●催し

6
20
27

88-7005
88-7246

火
火
火

大原学区
油日学区
佐山学区

おはなし会と工作
おはなし会

●移動図書館

●移動図書館

※8月の巡回はありません

※8月の巡回はありません

●移動図書館

5
6
7
13

月
火
水
火

松尾・岩上方面
柏木・伴谷方面
伴谷方面
貴生川方面

＊乳幼児向け
日曜映画会

「すいかのたね」
おはなし会
※乳幼児向け

休館日 整理のための
閉館日

地　域 小学校

●移動図書館

●移動図書館

小学校地　域

        ai koka 2013.7.15 18ai koka 2013.7.1519

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

土
3
10
17
24
31

月

5
12
19
26

日

4
11
18
25

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

月

5
12
19
26

日

4
11
18
25

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

月

5
12
19
26

日

4
11
18
25

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

土
3
10
17
24
31

月

5
12
19
26

日

4
11
18
25

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

月

5
12
19
26

日

4
11
18
25

10
24

25

26

土
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日
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14:00～15:00
11:00～11:30

14:00～14:30

11:00～11:30

＊都合により変更になる場合があります。
　詳しくは各図書館にお問合せください。

る本の状況を確認したりすることができます。メールア
ドレスを登録することで、予約本が届いたときの連絡を
メールで受け取ることもできます。
　サービスの開始には図書館の窓口で仮パスワードの
発行手続きが必要です。詳しくは図書館のホームペー
ジを見るか、近くの図書館にお問い合わせください。

対面朗読 ＊事前予約要2 金 13:30～15:30
おはなし会＊乳幼児向け10 土 11:00～11:30

ふるるえいがかい
「ちいちゃんのかげおくり」18 日 11:00～11:20

対面朗読 ＊事前予約要金 13:30～15:3016

後期高齢者医療保険

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

【甲賀市図書館のホームページ】http://lib.city.koka.shiga.jp/

【受給資格】※それぞれ所得制限があります
　■重度心身障害者（児）（６５歳未満）
　　○身体障害者手帳１・２級所持者　○知的障害の程度が重度の方
　　○身体障害者手帳３級で、かつ、知的障害の程度が中度の方　○特別児童扶養手当１級支給対象児童
　　※６５歳～７４歳の方で、後期高齢者医療制度の障害認定を受けていない方は、この制度の対象となります。
　■重度心身障害老人（後期高齢者医療制度の該当者）
　　○身体障害者手帳１・２級所持者　○知的障害の程度が重度の方　○身体障害者手帳３級で、かつ、知的障害の程

度が中度の方
　■母子・父子家庭（６５歳未満）
　　○１８歳未満の児童を扶養している配偶者のいない方及びその子
　■ひとり暮らし寡婦（６５歳未満）
　■ひとり暮らし高齢寡婦（６５歳～６９歳）
　　○配偶者のない女子で、かつて配偶者のない女子として児童を扶養していたことのある方で、かつ、ひとり暮らしの

状態が１年以上続いており、今後もその状態が継続すると見込まれる方
　■老人（６５歳～６９歳）
　　○本人、配偶者及び扶養義務者のそれぞれに、市民税が課税されていない方

【受給資格】※それぞれ所得制限があります
　■重度精神障害者（児）（６５歳未満）
　　○精神障害者保健福祉手帳１・２級所持者で自立支援医療（精神通院医療）を受けておられる方
　　※６５歳～７４歳の方で、後期高齢者医療制度の障害認定を受けていない方は、この制度の対象となります。
　■重度精神障害老人（後期高齢者医療制度の該当者）
　　○精神障害者保健福祉手帳１・２級所持者で自立支援医療（精神通院医療）を受けておられる方

【対象】市民税非課税世帯・均等割のみ
　　　課税世帯に属する小中学生
該当すると思われる方は、７月３１日までに①小中学生の健
康保険証②印鑑③来庁される方の本人確認書類をお持ち
の上、福祉医療費受給券の交付申請手続きをしてください。
※５月１日号の広報紙に個別通知をすると掲載しましたが、
個別通知はしませんので、期間内に手続きをしてください。

福祉医療費受給券・助成券の更新手続きをお忘れなく

保険年金課　後期高齢者医療係
問い合わせ

63-461865-0689／

８月１日から有効の被保険者証をお届けします

現在、有効期限が平成２５年７月３１日となっている福祉医療費受給券・助成券をお持ちの方は、
更新手続きが必要です。
１．福祉医療費受給券・助成券の更新手続き

２．精神科通院医療費受給券・助成券の手続き　

医療費助成制度を拡大

■現在お使いの被保険者証は、７月31日をもって有効期限が切れます。８月１
日からは後期高齢者医療制度に加入されている方全員の被保険者証が新し
くなります。

■７月中に簡易書留郵便でお届けします。８月１日からは、今お持ちの被保
険者証は使えませんので、ご注意ください。

●小中学生通院医療費助成

【対象】身体障害者手帳３級所持者　※所得制限があります。
事前に、身体障害者手帳３級所持者の方全員に制度の案内文
を送付しています。該当すると思われる方は、７月３１日までに
福祉医療費受給券・助成券の交付申請手続きをしてください。

●障害者医療費助成

見 本

７月２３日（火）～３１日（水）８時３０分～１７時１５分（土・日を除く）手続き期間
※該当の方へは、７月中旬に個人あてに通知しております。なお、通知のない方で
　該当すると思われる場合は、お問合わせください。

ふるる日曜名画座
「太陽の帝国」日 14:00～16:3518

おはなしたまてばこ
おはなしかい土 14:0０～14:3024

紙芝居を楽しもう金 14:0０～14:2023

保険年金課　後期高齢者医療係
問い合わせ

63-461865-0689／

保険年金課　後期高齢者医療係
問い合わせ

63-461865-0689／
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７月３１日は「甲賀市青少年活動安全誓いの日」
【キラリ輝く地域の輪】貴生川地域自治振興会
こうかの夏まつり

第２回信楽まちなか芸術祭 2
6
8

11

元気なまちかど
情報のまど
ものづくりこうか

12
14
20

●今月の納税等

●甲賀市の花・木・鳥

固定資産税（２期）
国民健康保険税（４期）
保育料・幼稚園使用料
介護保険料（４期）
後期高齢者医療保険料
公共下水道使用料・
農業集落排水施設使用料・
処理施設使用料

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は7月31日（水）です

194
No.

編
集
後
記

　
第
２
回
ま
ち
な
か
芸
術
祭
の

企
画
の
ひ
と
つ
、「
T
H
E 

T
A
N
U
K
I
‐
た
ぬ
き・狸・タ

ヌ
キ‐
」で
は
、信
楽
の
作
家
を
中

心
と
し
た
作
り
手
が
、原
型
を
も

と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
タ
ヌ
キ
の

置
物
」を
制
作
し
ま
す
。

　
制
作
現
場
を
訪
れ
る
と
、民
族

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
り
、

ど
う
見
て
も
違
う
生
物
に
な
っ
て

い
た
り
と
、信
楽
に
あ
る「
タ
ヌ

キ
の
置
物
」の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は

考
え
付
か
な
い
よ
う
な
個
性
的

な「
タ
ヌ
キ
」が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
途
中
で
し
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ヌ
キ
は「
作
家

さ
ん
の
顔
に
似
て
く
る
」と
言
わ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
ほ
ど
、色
ん

な
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

　
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る
秋
に

は
、皆
さ
ん
も
こ
の
タ
ヌ
キ
た
ち

に
、作
り
手
一
人
ひ
と
り
の
思
い

や
顔
を
想
像
し
な
が
ら
、ま
ち
な

か
を
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

有機溶剤のリサイクル事業を通して環境保護に貢献 こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、甲
賀
市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

堀川化成株式会社 滋賀工場

　
当
社
は
、
洗
浄
な
ど
工
業
製
品
の
製
造
過
程
で

使
用
さ
れ
排
出
さ
れ
た
、
使
用
済
み
の
有
機
溶
剤
を

引
き
取
り
、
蒸
留
精
製
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
営
業
品
目
の
有
機
溶
剤
は
、
ア
セ
ト
ン
、
ト
ル
エ

ン
の
ほ
か
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
主
に
１０
種
類

程
度
を
扱
っ
て
お
り
、
１
か
月
に
６
０
０
ト
ン
前
後

を
製
造
。
関
西
圏
を
中
心
に
、
関
東
方
面
や
海
外

に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
有
機
溶
剤
は
、
洗
浄
の
ほ
か
塗
装
や
印
刷
な
ど
の

作
業
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
工
業
分
野
で
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
本
来
、
産
業
廃
棄
物
と
し

て
処
分
さ
れ
て
き
た
使
用
済
み
有
機
溶
剤
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
通
し
て
、
石
油
製
品
の
再
資
源
化
、
焼

却
量
の
軽
減
な
ど
環
境
保
護
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

引
き
取
り
か
ら
納
品
ま
で
を
一
貫
管
理

　
各
企
業
か
ら
引
き
取
っ
た
使
用
済
み
有
機
溶
剤

を
当
社
の
研
究
室
で
分
析
し
、
不
純
物
や
水
分
量

を
把
握
し
た
上
で
最
適
な
処
理
を
行
い
、
蒸
留
精

製
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
引
き
取
り
、
分
析
、

精
製
、
納
品
を
全
て
自
社
で
行
い
、
一
貫
管
理
す

る
こ
と
で
高
純
度
の
製
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
環
境
面
や
コ
ス
ト
削
減
の
傾
向
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
溶
剤
は
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
出
来
る
限
り
純
正
品
に
近
い

も
の
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
高
純
度
製
品
の
製
造
を
め
ざ
し
て

　
来
年
か
ら
、
さ
ら
に
処
理
能
力
が
高
い
設
備
を

増
設
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
99
・
9

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
純

度
を
上
げ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
今
後
も
、
い
か
に
不
純
物
を
効
率
よ
く
取
り
除

く
か
と
い
う
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
設
備
の

増
設
を
図
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
高
純
度
製
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
場
長
　
野
田
　
浩
氏
談
）

DATA

設　　立／昭和56年
従業員数／46名
所 在 地／甲賀町隠岐２４０３番地２５ ☎88-6595　 88-6590

こ
う
か

こ
う
か

も
の
づ
く
り

No.52

甲賀ポン蔵
ⓒ2008甲賀市工業会
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甲
賀
市
工
業
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

お話を伺った野田工場長

▲使用済溶剤を精製する蒸留塔

▲精製前と後の有機溶剤

「元気に育って」稚鮎を放流する甲南第二小学校児童（関連記事は１３ページ）「元気に育って」稚鮎を放流する甲南第二小学校児童（関連記事は１３ページ）「元気に育って」稚鮎を放流する甲南第二小学校児童（関連記事は１３ページ）

花 木 鳥花 木 鳥
ササユリ スギ カワセミ

の

ひ
ろ
し

だ

http://www.horikawakasei.co.jp/


